
（要領第５の２（１）関係）

（様式３）個別箇所評価シート 部 課
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「信濃いけだかるた」にも、「滝の沢剣摺鉢に雨を乞う」と詠われている「滝の沢権現お鉢」が渓流内にあるため、この保存や周辺景

観の保全にも十分留意して工事を進める必要がある。

■出典：池田町HP）滝沢地区の滝の沢には左右７つの滝つぼがあり、それが埋もれていて掘ると雨が降ると伝えられていた。それ

をお鉢堀りといい、雨乞いのためのお鉢堀りの記録は、江戸時代、寛政９年（１７９７）うるう７月、それから４７年をへた天保１５年（弘

化元年―１８４４）７月９日、文久元年（１８６１）６月２５日の３回が記載されている。昭和６１年、これらの記録に基き、滝沢の人々（ＰＴ

Ａ）が沢のお鉢を堀り起したが、深さ３メートル余におよぶ大変な作業であった。

本流を砂防事業により整備。下流で県営中山間総合整備事業により農道整備。

土石流危険渓流、土石流危険区域指定。本流については砂防指定地。

H24.10 池田町教育委員会へ文化財等の有無について確認済。

78費用対効果（Ｂ／Ｃ） 28.61 評　　価　　の　　合　　計 Ａ
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事業説明等の経緯

環境・景観への配

慮項目

他事業・プロジェクト

との関連

特記事項

地域の合意形成

部意見

人家79戸が密集する渋坂団地を土砂災害から保全するため、早急に

対策工事を実施する必要がある。

行政改革課

意見

必要性、緊急性が認められる。
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保全対象に災害時要援護者関連施

設があるか

保全対象人家

2箇所以上

保安林率30%未満

保全対象公共施設

概ね賛成 過半数賛成 動向不明
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住民が直接参加

山地治山（予防治山）- 5

林務

7
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計画地は人家79戸が密集する渋坂団地上流に位置し、平成16年豪雨では、滝の沢流域全体から1,000m3を超える大量の土砂が

流出した。その後、本流では砂防事業により土砂流出防止対策が進んでいるが、支流には現在もH16年豪雨災害時に流出した不

安定土砂が大量に堆積している。

また、支線上流では、渓岸浸食が進み土砂供給が著しい状況にあるものの、既設治山堰堤の老朽化が進み、十分な機能を果たし

ていないため、早急に土砂流出防止対策を講じる必要がある。

H24.6.12　池田町長より要望

H25年6月実施設計の地元説明会開催予定
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知
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防災計画上の位置づけ
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50ｍ以上200ｍ未満50m未満最寄の保全対象までの距離
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効率性

費用対効果（Ｂ／Ｃ）

ランク 評点

H24補正

渓間工

 谷止工1個
26,000 13,000 11,700 1,300

重要性
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H24 年度～ H27 年度
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業

　

概

　

要

区分

市町村名 池田町

事業内容

37,350 4,150

財源内訳（千円）

その他 県債 一般財源

全体

渓間工

 谷止工3個、護岸工L=140ｍ　他
83,000 41,500

事業年度

（完了年度は見込み）

ふりがな

箇所名
滝

たき

の沢

さわ

事業費（千円）

国庫

森林づくり推進

分野 荒廃山地荒廃山地荒廃山地荒廃山地のののの復旧等復旧等復旧等復旧等のののの治山治山治山治山

事業

番号

4444 事業名 山地治山山地治山山地治山山地治山（（（（予防治山予防治山予防治山予防治山））））


